
上田電鉄株式会社 単位：円
金　　額 金　　額

【流　動　資　産】 245,613,340 【流　動　負　債】 191,941,769
現 金 預 金 221,031,443 年内返済長期借入金 23,040,000
未 収 金 4,691,791 未 払 金 149,102,569
貯 蔵 品 18,639,855 未 払 法 人 税 等 555,900
前 払 費 用 201,981 未 払 消 費 税 1,602,000
その他の流動資産 1,048,270 預 り 金 459,090

契約負債前受運賃 8,813,210
賞 与 引 当 金 8,369,000

【固　定　資　産】 598,337,340 【固　定　負　債】 218,340,000
472,459,136 長期借入金 216,960,000
27,917,207 長期預り保証金 1,380,000
97,799,139

161,858 負  債  合  計 410,281,769
投 資 有 価 証 券 50,000
長 期 前 払 費 用 51,858 株　主　資　本　 433,668,911
そ の 他 の 投 資 等 60,000 　【資　　本　　金】 10,000,000

　【資　本　剰　余　金】 437,398,154
資本準備金 437,398,154

　【利 益 剰 余 金】 △ 13,729,243
繰越利益剰余金 △ 13,729,243
（うち当期純利益） (28,044,711)

純　資　産　合　計 433,668,911
843,950,680 843,950,680資　産　合　計 負 債・純 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

貸　借　対　照　表

鉄 道 事 業 固 定 資 産
不動産事業固定資産
建 設 仮 勘 定

資　産　の　部 負債・純資産の部

2022年3月31日現在



１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品・商品
総平均法による原価法（貸借対照表は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

（2）固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産

②無形固定資産
定額法。

（3）引当金の計上基準
賞与引当金

従業員の賞与の支給に充てるため、賞与支給見込額の当期負担額を計上しております。
（4）収益および費用の計上基準

（会計方針の変更）

（5）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
①リース取引の処理方法

②消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。

２．貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 円
（2）事業用固定資産

有形固定資産 円
土地 73,749,583 円
建物 78,113,629 円
構築物 333,055,516 円
機械装置 3,588,545 円
車両 6,030,170 円
建設仮勘定 97,799,139 円
工具器具備品 5,625,600 円

無形固定資産 213,300 円
（3）関係会社に対する金銭債権・金銭債務

短期金銭債権 円
短期金銭債務 円
長期金銭債権 円
長期金銭債務 円

３．損益計算書に関する注記
（1）営業収益 円
（2）営業費用
　 運送営業費及び売上原価 円

販売費及び一般管理費 円
諸税 円
減価償却費 円

計 292,112,980 円
（3）関係会社との取引高

営業収益 円
営業費用 円
営業外収益 -                  円
営業外費用 円

（4）顧客との契約から生じる収益 216,102,538 円

1,308,710

個　別　注　記　表

定率法（ただし、１９９８年4月1日以降取得した建物（建物付属設備を除く）及び２０１６年4月1日以降に
取得した建物付属設備並びに構築物については定額法）を採用しております。

当社は、主に鉄道業を行っております。鉄道業では、顧客に対して輸送する義務を負っており、サービスの
提供に応じて収益を認識しております。なお、定期券については、発売した月から券種別の期間に応じて月
割で按分した金額を収益として認識しております。

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第２９号　２０２０年３月３１日。）等を当事業年度の期首から
適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取
れると見込まれる金額で収益を認識することとしております。
なお、これによる当事業年度の損益に与える影響はありません。

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が企業会計基準第13号「リース取引
に関する会計基準」の適用初年度開始前のリース取引及び重要性の低いリース取引については、通
常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理によっております。

1,314,117,835

597,962,182

-                                 

203,836
-                                 
-                                 

219,156,383

220,034,798
32,079,563
18,269,800
21,728,819

4,441,737
7,036,772



４．株主資本等変動計算書に関する注記
当期末における発行済み株式数は、普通株式100株であります。

５．収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報
「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益および費用の計上基準」に記載のとおりです。

６．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項
　

未収金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規定に沿ってリスク低減を図っております。
（２）金融商品の時価に関する事項

（単位：円）
時　価

現金預金 221,031,443 -               
未収金 4,691,791 -               
未払金 (149,102,569) -               
長期借入金 (240,527,000)

負債に計上されているものについては、（　）で示しております
（注）金融商品の時価の算定方法に関する事項
① 現金預金、未収金、未払金

② 長期借入金

７．賃貸等不動産に関する注記
（１）賃貸等不動産の状況に関する事項

当社は上田市おいて、賃貸商業施設（土地を含む。）を有しております。
（２）賃貸等不動産の時価に関する事項

（単位：円）

・貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

８．関連当事者との取引に関する注記
親会社 （単位：円）

関係内容 取引内容 取引金額 勘定科目

９．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 4,336,689円 11銭
（２）１株当たり当期純利益 280,447円 11銭

１０．リースにより使用する固定資産に関する注記

貸借対照表計上額 時価

当社は資金運用については短期的な預金等に限定し、親会社からの借入により資金調達をしております。

2022年3月31日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のと
おりであります。

貸借対照表計上額 差　額
221,031,443

4,691,791
(149,102,569)
(240,000,000) △ 527,000

これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価格に等しいことから、当該帳簿価格によっております。

元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算出する方法によってお

3,577,804 23,961,354

・当期末の時価は、「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標を用いて調整を行ったも
のを含む。）であります。

名称 議決権の所有割合 期末残高

未払金 203,836                     

貸借対照表に計上した固定資産のほか、所有権移転外ファイナンス・リース契約により使用している備品他が
あります。

上田交通㈱ 直接 100% 業務の委託
 業務

委託料他 7,036,772       


